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病虫害は少ない。 

冬になると地上部分が枯れるので、取り

除くとすっきりする。また、ランナーで

ふえるため、不要な株は早めに抜き取る

とよい。 

強い日差しを避けた半日陰が適地。周囲

の植栽を低くして、シダの芽吹きや葉の

表情が良く見えるように配植したい。地

中にランナーを伸ばして繁殖するため、

グラウンドカバーとしても利用できる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

若芽は「コゴミ」と呼ばれ山菜として、夏につ

ける胞子葉は花材やドライフラワーに利用され

る。 

Memo 

夏緑性のシダは、春の新芽時がひときわ美しい。

新芽はバドミントンのシャトルのように葉身の

先がくるくると展開しながら伸びてくる。そし

て淡い黄緑色の葉に光が透ける。冬には地上部

が枯れる夏緑性のシダ。日本各地の明るい河川

敷や湿地に群生しているることが多い。 
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